
住民協働シンポジウム�住民協働シンポジウム�住民協働シンポジウム�
主催　白岡町・ú自治総合センター� 後援　総務省�

日　　時� 開場／午後１時３０分　開会／午後２時�平成１９年９月１５日º�

場　　所� 白岡町コミュニティセンター（舞台ホール）�

申込み・問合せ� ８月８日πから次の方法で�

電話と窓口�

町民活動推進課　住民協働担当�

@（９２）１１１１　内線３５２・３５３�
受付時間　午前８時３０分～午後５時１５分�

定　　員�２００人（町内に在住・在勤・在学のかた）�先着順とし、決定したかたには入場整理券を郵送します。�

パネルディスカッション�

「楽しく豊かな市民生活と�
　　　　　　　ＮＰＯ・ボランティア活動」�

特別講演・コンサート�

「エンジョイ！シニアライフ」�

基調講演�

「市民の力を生かしたまちづくり」�

内　　容�

※都合により構成が変わる場合があります。�

第１部�

第２部�

第３部�

ほ っ た � つとむ�

講師　堀田　　力　 氏�

や ま だ �

講師　山田　パンダ 氏�

住民協働シンポジウム�
～ 活力ある地域社会の創造と真に豊かな市民生活のために～�～ 活力ある地域社会の創造と真に豊かな市民生活のために～�

白岡町�白岡町���

コーディネーター� 明治大学教授�
う し や ま � く に ひ こ �

牛山　久仁彦 氏�
ほ っ た � つとむ�

堀田　　力　 氏 ゲストスピーカー� ・�
や ま だ �

山田　パンダ 氏�

パ ネ リ ス ト� 地域活動・ボランティア団体の代表者�
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住民協働シンポジウム�住民協働シンポジウム�
「地方自治法施行６０周年記念事業」�「地方自治法施行６０周年記念事業」�

～ 活力ある地域社会の創造と真に豊かな市民生活のために～�

白岡町�白岡町�白岡町�白岡町�
宝 く じ は �
豊 か さ 築 く�
チ カ ラ 持 ち�

宝くじは、広く社会に役立てられています。�

。�
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このシンポジウムは、町民の皆さんが自主的に行う地域活動やボランティア活
動をはじめとする社会貢献活動の促進を図るとともに、いわゆる“団塊の世代”
が一斉に退職する「２００７年問題」に対応して、シニア世代が充実したセカン
ドライフを送れるよう地域社会にスムーズに溶け込むためのきっかけづくりとし
て開催するものです。
また、町民の皆さんと行政とが地域課題の解決に向けて、相互に連携・協力し
てまちづくりを進めることにより、質の高い公共サービスを提供するとともに、
町民の皆さんの自主的な活動を促進することを通して、活力ある地域社会の創造
と真に豊かな市民生活の実現を図ることを目的としています。

プロフィール
京都府出身。京都大学法学部を卒業後、検事任官。以来、ウォーターゲート事件のフォロー、

ロッキード事件を担当するなど大きな事件に携わり、平成２年に法務大臣官房長に就任。平成３
年に退官し、「さわやか福祉推進センター（現さわやか福祉財団）」を開設。高齢者福祉、社会保
障、教育問題など、多岐分野にわたって活躍中。
主な著作は、「心の復活」、「少年魂」、「堀田力の生きがい大国」、「これから人は何のために生

きる」、「悔いなく生きよう － 心満たされる人生の送り方」など多数。

プロフィール
1971年、南こうせつ、伊勢正三と「かぐや姫」を結成。「僕の胸でおやすみ」など自ら作詞作

曲した作品を多数リリース。
現在は、ソロ活動のほか、ジョイントコンサートなどにも数多く出演。また、「山田パンダの

保父してみたら」の出版を機に、講演、執筆活動も展開。
2006年9月23日、吉田拓郎の呼びかけのもと「つま恋」での野外コンサートに参加。

プロフィール
明治大学　政治経済学部教授。長野県生まれ、中央大学法学部を卒業後、中央大学大学院、明

治大学大学院などを経て現職。
専門は、行政学、地方自治論、地域政治論。
主な著作は、「地域力を高めるこれからの協働」、「分権社会と協働　市民・住民と自治体のパ

ートナーシップ第１巻」、「ドキュメント・市民がつくったまちの憲法―大和市自治基本条例がで
きるまで」など多数。
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